
58

　

管
野
須
賀
子
（
一
八
八
一
～
一
九
一
一
）
は
大
逆
事
件
で
幸
徳
秋

水
ら
と
一
緒
に
絞
首
刑
と
な
っ
た
革
命
家
だ
。
管
野
ス
ガ
、
と
表
記

さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
戸
籍
は
「
ス
ガ
」
な
の
だ
が
、
彼
女
は
一
貫

し
て
「
須
賀
子
」
と
署
名
し
た
。
友
人
・
知
人
間
で
も
「
須
賀
子
」

で
あ
る
。

　

瀬
戸
内
寂
聴
『
遠
い
声
』（
一
九
七
〇
年
）
は
須
賀
子
の
生
涯
を

描
く
。
一
九
六
八
年
三
～
一
二
月
、『
思
想
の
科
学
』
に
連
載
。
当

時
タ
ブ
ー
だ
っ
た
須
賀
子
に
敢
然
と
取
り
組
ん
だ
。
い
ま
は
『
遠
い

声　

管
野
須
賀
子
』（
岩
波
現
代
文
庫
）
が
出
て
い
る
。

　

須
賀
子
は
二
二
歳
で
『
大
阪
朝
報
』、
二
五
歳
で
『
牟む

婁ろ

新
報
』

記
者
と
な
る
。
二
六
歳
、
同
紙
編
集
長
。
退
職
後
は
平
民
社
支
援
を

へ
て
幸
徳
ら
の
同
志
と
な
っ
た
。
両
紙
を
含
め
『
明
星
』『
基
督
教

世
界
』
な
ど
の
雑
誌
に
社
会
批
評
約
一
五
〇
本
、
小
説
一
九
作
、
詩
・

短
歌
六
編
な
ど
を
書
い
た
。「
女
性
記
者
の
先
駆
者
」「
圧
制
か
ら
の

解
放
を
願
う
小
説
や
評
論
の
書
き
手
」
と
し
て
高
く
評
価
す
べ
き
人

で
あ
る
が
、
悲
運
の
革
命
家
の
印
象
が
圧
倒
的
な
た
め
、
他
の
業
績

は
隠
れ
が
ち
だ
。

　

獄
中
手
記『
死
出
の
道み
ち

艸く
さ

』が
知
ら
れ
て
い
る
。
清
水
卯
之
助
編『
管

野
須
賀
子
全
集
２
』（
弘
隆
社
）
に
全
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
全

二
八
頁
。
須
賀
子
は
、
大
逆
事
件
の
首
謀
者
と
し
て
検
挙
さ
れ
、

一
九
一
一
年
一
月
一
八
日
に
死
刑
判
決
が
出
て
、
七
日
後
の
二
五
日
に

処
刑
さ
れ
た
。一
月
一
八
日
か
ら
二
四
日
ま
で
を
日
記
形
式
で
つ
づ
る
。

　
「
死
刑
の
宣
告
を
受
け
し
今
日
よ
り
絞
首
台
に
上
る
ま
で
の
己
れ

を
飾
ら
ず
偽
ら
ず
自
ら
欺
か
ず
極
め
て
率
直
に
記
し
置
か
ん
と
す
る

寂
聴
と
須
賀
子
―
『
遠
い
声
』
私
感米

本　

浩
二
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も
の
な
れ
」
の
序
文
が
つ
い
て
い
る
。「
己
れ
を
飾
ら
ず
偽
ら
ず
自

ら
欺
か
ず
」
は
須
賀
子
を
論
じ
る
と
き
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
。

　

判
決
に
「
満
身
の
血
は
一
時
に
嚇か
つ

と
火
の
様
に
燃
え
た
。
弱
い
肉

は
ブ
ル
ブ
ル
慄
え
た
」（
一
八
日
）
と
憤
慨
し
た
須
賀
子
。「
今
回
の

犠
牲
は
決
し
て
無
益
で
な
い
、
必
ず
何
等
か
の
意
義
あ
る
事
を
確
信

し
て
居
る
」（
一
九
日
）。「
あ
あ
人
生
は
夢
で
あ
る
。
時
は
墓
で
あ
る
」

（
二
〇
日
）
と
思
い
は
無
常
に
ゆ
く
。「
私
は
私
自
身
を
欺
か
ず
に
生

を
終
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
」（
二
二
日
）。

　

寂
聴
は『
死
出
の
道
艸
』を
小
説
の
中
心
に
据
え
る
。
一
人
称「
私
」

は
須
賀
子
だ
。「
女
は
た
だ
書
か
れ
る
素
材
で
は
な
い
」「
女
は
も
の

ご
と
を
動
か
す
主
体
な
の
だ
」
と
い
う
寂
聴
の
強
い
意
志
を
か
ん
じ

る
。
語
り
手
が
須
賀
子
な
の
は
、『
死
出
の
道
艸
』
の
記
述
を
「
私
」

の
ナ
マ
の
言
葉
と
し
て
使
う
た
め
の
方
法
で
も
あ
ろ
う
。

　
『
死
出
の
道
艸
』
を
ベ
ー
ス
に
、
処
刑
前
の
一
週
間
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
す
る
書
き
方
は
、
苦
行
に
近
い
も
の
が
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ

る
。
小
説
の
シ
ー
ン
を
監
獄
内
に
絞
る
と
し
て
も
、
な
ぜ
入
獄
し
た

か
、
荒
畑
寒
村
、
幸
徳
秋
水
ら
と
の
恋
の
顛
末
、
不
遇
の
未
成
年
時

代
な
ど
、
遡
る
記
述
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
。
小
説
は
時
系
列
に
頼

る
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
生
の
帰
結
が
『
死
出
の
道
艸
』
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
う
と
、『
死
出
の
道
艸
』が
か
す
む
の
で
あ
る
。「
私
は
こ
う
や
っ

て
生
き
て
き
ま
し
た
」
式
の
記
述
は
、
ど
う
し
て
も
、
人
間
の
思
い

を
引
き
ず
る
。細
部
を
書
き
込
め
ば
書
き
込
む
ほ
ど
、生
と
死
の
ピ
ュ

ア
な
言
語
空
間
『
死
出
の
道
艸
』
の
求
心
力
と
い
う
べ
き
も
の
が
失

わ
れ
る
。
そ
の
矛
盾
を
ど
う
や
っ
て
克
服
す
る
か
。

　

い
つ
処
刑
さ
れ
る
か
わ
か
ら
ぬ
極
限
状
況
が
『
死
出
の
道
艸
』
の

自
律
性
を
保
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
（
死
が
迫

る
に
つ
れ
て
）、
過
去
が
消
え
て
ゆ
く
。
死
と
向
か
い
合
う
現
在
性

が
小
説
を
支
配
す
る
。
そ
う
な
る
と
「
私
」
は
須
賀
子
で
あ
り
寂
聴

で
あ
り
読
者
で
あ
る
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
。
す
っ
か
り
夾
雑
物
を
排
し

て
、
あ
と
は
飛
ぶ
だ
け
だ
。

　
「「
す
ぐ
す
む
よ
」／
秋
水
が
私
に
さ
さ
や
く
。
首
に
冷
た
い
も
の

が
ま
き
つ
く
。
細
い
蛇
の
よ
う
な
感
触
。
軀
が
宙
に
飛
ぶ
。
虹
が
廻

る
。
無
数
の
虹
が
交
錯
し
て
渦
を
巻
く
。
秋
水
と
飛
ぶ
。
ふ
た
り
抱

き
あ
っ
て
、
強
く
。
更
に
高
く
虹
を
負
っ
て
飛
ぶ
」（『
遠
い
声
』）。

須
賀
子
の
鮮
烈
な
部
分
を
寂
聴
は
鮮
烈
な
ま
ま
文
字
に
し
た
。
し
か

し
、
語
り
え
な
い
も
の
も
あ
る
。
せ
っ
か
く
突
破
口
を
開
い
て
く
れ

た
の
だ
。「
女
性
記
者
の
先
駆
者
」「
圧
制
か
ら
の
解
放
を
願
う
小
説

や
評
論
の
書
き
手
」
と
い
う
須
賀
子
の
隠
れ
た
業
績
に
思
い
を
は
せ

る
の
も
、
あ
と
に
つ
づ
く
者
の
つ
と
め
だ
ろ
う
。


